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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 10,499 12.3 453 △23.8 559 △15.7 386 △15.7

30年3月期第1四半期 9,346 11.7 595 160.9 663 205.1 458 196.5

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　208百万円 （△68.1％） 30年3月期第1四半期　　653百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 69.88 ―

30年3月期第1四半期 82.88 ―

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われ
たと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 45,363 24,549 51.0

30年3月期 43,809 24,624 53.2

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 23,138百万円 30年3月期 23,325百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 65.00 ―

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 0.00 ― 65.00 65.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期の１株当たり期末配当金につきまし
ては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。

3. 平成31年3月期の連結業績予想（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,500 7.5 1,060 △2.4 1,100 △7.9 770 △7.1 139.25

通期 42,500 7.0 2,200 2.1 2,300 0.7 1,600 1.5 289.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 6,045,326 株 30年3月期 6,045,326 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 518,395 株 30年3月期 515,749 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 5,527,411 株 30年3月期1Q 5,530,002 株

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行
われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな景気回

復が続くものの、米国の経済政策をはじめ海外における政治・経済情勢の動向など、先行きへの不透明感が払拭

しきれない状況が続いています。

このような情勢の中、鋼管業界におきましては、鋼材価格が上昇傾向にあるものの、首都圏・大都市での再開

発や、ホテル・物流倉庫などの需要は好調を持続しています。

普通鋼製品につきましては、好調な建設関連をはじめ自動車・トラック向けも堅調に推移し、一定の生産・販

売数を確保しました。

ステンレス鋼製品につきましては、食品・飲料関連、製薬・医療関連・水処理関連や鉄道車輌関連向けは引続

き好調で、建築関連は首都圏を中心とした民間の大型案件や東京オリンピック・パラリンピック関連等の案件が

増加傾向となりました。

なお、電解研磨を施した耐食性・洗浄性・意匠性に優れたステンレス鋼管につきましては、鉄道車輌向けのほ

か、建材等他分野への販売も徐々に増加しています。

当社グループといたしましては、普通鋼製品・ステンレス鋼製品とも原材料価格が上昇するなかで価格是正に

努め、主力の鋼管事業を中心に様々な顧客ニーズに柔軟に対応できるよう積極的な営業活動とともに、設備稼働

率の向上とコスト削減に努力いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は10,499百万円(前年同期比12.3％増)、営業利益453百万円(前

年同期比23.8％減)、経常利益559百万円(前年同期比15.7％減)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は386

百万円(前年同期比15.7％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は45,363百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,553百万円増加しま

した。流動資産は29,580百万円となり1,218百万円の増加となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増

加393百万円、商品及び製品の増加430百万円、原材料及び貯蔵品の増加353百万円であります。固定資産は

15,782百万円となり335百万円の増加となりました。これは主に、土地の増加406百万円であります。

　

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は20,813百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,628百万円増加し

ました。流動負債は16,976百万円となり732百万円の増加となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の増

加419百万円、短期借入金の増加210百万円であります。固定負債は3,836百万円となり895百万円の増加となり

ました。これは主に、長期借入金の増加850百万円であります。

　

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は24,549百万円となり、前連結会計年度末に比べ74百万円減少しまし

た。これは主に、その他有価証券評価差額金の減少104百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、海外景気の不確実性や金融資本市場の変動影響など懸念材料もありますが、設

備投資の増加や個人消費、輸出・生産の持直しによる企業収益改善など日本経済は緩やかな拡大傾向が続くと思

われます。

鋼管業界におきましては、公共投資の増加、特に首都圏の再開発、インフラ整備などにより鋼管製品の販売は

増加するものと期待されます。

また、連結業績予想につきましては、平成30年5月11日の「平成30年3月期決算短信」で公表いたしました第２

四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,396 8,239

受取手形及び売掛金 10,574 10,967

電子記録債権 3,384 3,429

商品及び製品 4,701 5,131

仕掛品 222 345

原材料及び貯蔵品 933 1,287

その他 254 279

貸倒引当金 △105 △100

流動資産合計 28,362 29,580

固定資産

有形固定資産

土地 4,232 4,638

その他（純額） 3,669 3,767

有形固定資産合計 7,902 8,406

無形固定資産 44 53

投資その他の資産

投資有価証券 7,136 6,971

その他 375 362

貸倒引当金 △10 △11

投資その他の資産合計 7,500 7,322

固定資産合計 15,447 15,782

資産合計 43,809 45,363
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,603 10,023

電子記録債務 494 575

短期借入金 3,583 3,793

未払法人税等 154 80

賞与引当金 421 230

事業構造改善引当金 737 737

その他 1,249 1,535

流動負債合計 16,244 16,976

固定負債

長期借入金 － 850

役員退職慰労引当金 25 22

環境対策引当金 20 20

退職給付に係る負債 2,112 2,137

資産除去債務 7 7

その他 774 797

固定負債合計 2,941 3,836

負債合計 19,185 20,813

純資産の部

株主資本

資本金 3,940 3,940

資本剰余金 4,155 4,155

利益剰余金 13,948 13,975

自己株式 △753 △758

株主資本合計 21,291 21,312

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,849 2,745

繰延ヘッジ損益 △0 －

為替換算調整勘定 △425 △552

退職給付に係る調整累計額 △389 △366

その他の包括利益累計額合計 2,034 1,826

非支配株主持分 1,298 1,410

純資産合計 24,624 24,549

負債純資産合計 43,809 45,363
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 9,346 10,499

売上原価 7,487 8,607

売上総利益 1,859 1,892

販売費及び一般管理費 1,263 1,438

営業利益 595 453

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 59 71

仕入割引 7 7

為替差益 5 31

その他 11 14

営業外収益合計 85 126

営業外費用

支払利息 5 8

売上割引 6 7

その他 5 4

営業外費用合計 17 20

経常利益 663 559

特別利益

固定資産売却益 0 0

段階取得に係る差益 － 28

特別利益合計 0 28

特別損失

固定資産除却損 0 3

特別損失合計 0 3

税金等調整前四半期純利益 663 585

法人税、住民税及び事業税 64 67

法人税等調整額 109 88

法人税等合計 173 155

四半期純利益 489 429

非支配株主に帰属する四半期純利益 31 43

親会社株主に帰属する四半期純利益 458 386

決算短信（宝印刷） 2018年08月08日 14時00分 7ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



新家工業株式会社(7305) 平成31年３月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 489 429

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 189 △104

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △49 △138

退職給付に係る調整額 23 22

その他の包括利益合計 163 △220

四半期包括利益 653 208

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 625 177

非支配株主に係る四半期包括利益 28 31
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間において、株式取得によりス

テンレスパイプ工業株式会社を子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含めております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

外部顧客への売上高 8,937 267 109 9,314 31 9,346 ― 9,346

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― 0 0 △0 ―

計 8,937 267 109 9,314 32 9,346 △0 9,346

セグメント利益 491 10 92 594 2 597 △1 595

(注) 1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設備・福祉機器の製造販

売であります。

2. セグメント利益の調整額は、棚卸資産の調整等によるものであります。

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

外部顧客への売上高 10,203 179 109 10,491 7 10,499 ― 10,499

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 10,203 179 109 10,491 7 10,499 ― 10,499

セグメント利益又は損失
（△）

413 △4 92 501 △0 500 △46 453

(注) 1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設備・福祉機器の製造販

売であります。

2. セグメント利益又は損失（△）の調整額は、棚卸資産の調整等によるものであります。

3. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「鋼管関連」セグメントにおいて、ステンレスパイプ工業株式会社の株式を取得し、新たに連結の範囲に含め

たことから、のれんが43百万円発生しております。のれんの償却額43百万円があり、のれんの未償却残高はあり

ません。
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